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平
成
30
年
7
月
豪
雨

災
害
に
つ
い
て

問
が
れ
き
や
土
砂
の
撤

去
、
災
害
ご
み
の
処
分
に
つ

い
て
、国
の
制
度
は
。ま
た
、

国
の
制
度
で
カ
バ
ー
で
き
な

い
場
合
と
は
、
ど
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
か
。
な
る
べ
く
個
人

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配

慮
を
し
て
ほ
し
い
。

答
国
土
交
通
省
は
、
一
定

規
模
以
上
の
案
件
で
公
益
上

の
支
障
と
な
る
土
砂
撤
去
、

環
境
省
は
、
生
活
環
境
上
の

支
障
と
な
る
場
合
や
、
放
置

す
る
と
悪
影
響
が
出
る
土
砂

交
じ
り
の
瓦
礫
撤
去
、
農
林

水
産
省
は
、
農
地
限
定
の
40

万
円
以
上
の
も
の
な
ど
、
３

つ
の
省
庁
に
ま
た
が
っ
て
お

り
、
大
変
複
雑
に
な
っ
て
い

る
。
制
度
の
隙
間
に
な
る

ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
市
街
化

区
域
外
で
規
模
が
基
準
に
満

た
な
い
も
の
や
、
被
災
家
屋

が
住
家
か
非
住
家
か
で
対
応

が
異
な
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
制
度
の
隙
間
の

部
分
は
、
で
き
る
だ
け
市
で

対
応
を
検
討
し
た
い
。

問
沼
田
川
の
堆
積
土
砂
の

撤
去
に
つ
い
て
、
県
へ
の
要

望
と
今
後
の
方
向
性
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
過
去
、
市
議
会
で
何
度

も
指
摘
が
あ
り
、
県
に
要
望

を
し
て
き
た
。
平
成
28
・
29

年
度
に
川
底
の
浚
渫
事
業
を

実
施
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

今
回
の
よ
う
な
事
態
を
招
い

た
。
県
も
、
国
の
補
助
で
２

億
円
規
模
の
事
業
予
算
を
確

保
し
、
さ
ら
に
単
独
県
費
も

入
れ
て
着
手
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
国
・
県
に
対
し
強

く
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨

災
害
の
復
旧
・
復
興
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
宅
地
内
の
土
砂
撤
去
に

つ
い
て
、
国
・
市
の
事
業
で

対
応
で
き
て
い
る
が
、
農
地

（
田
畑
）
内
へ
の
土
砂
撤
去

に
つ
い
て
は
、
個
人
負
担
が

生
じ
る
の
か
。
不
公
平
感
が

あ
り
、
営
農
意
欲
を
そ
が
れ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
住
家
に
隣
接
し
、
生
活

環
境
に
影
響
が
あ
る
も
の

は
、
環
境
省
の
事
業
で
対
応

す
る
。
住
家
に
離
れ
た
農
地

に
つ
い
て
は
、
１
５
０
ｍ

ル
ー
ル
を
適
用
し
て
農
業
災

害
事
業
で
対
応
し
て
い
き
た

い
。

問
土
砂
災
害
の
再
発
対
策

（
砂
防
・
治
山
）
事
業
は
何

箇
所
広
島
県
へ
報
告
し
て
い

る
の
か
。

答
砂
防
事
業
は
（
三
原

７
、
本
郷
６
、
久
井
２
、
大

和
12
）
計
27
カ
所
。
治
山
事

業
は
（
三
原
11
、
本
郷
12
、

久
井
２
、
大
和
23
）
計
48
カ

所
報
告
し
て
い
る
。

問
医
療
費
の
一
部
負
担

金
・
介
護
保
険
の
利
用
料
の

減
免
期
間
の
延
長
は
今
後
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答
現
在
２
カ
月
の
延
長
で

12
月
末
ま
で
と
さ
れ
て
い
る

が
、
1
月
以
降
に
つ
い
て

は
、
国
の
動
向
、
県
の
通
知

を
受
け
て
検
討
す
る
。

不
燃
物
処
理
工
場
の

更
新
に
つ
い
て

【
概
要
】
不
燃
物
処
理
工
場

に
お
け
る
有
価
物
計
量
誤
差

に
よ
り
、
事
業
着
手
を
延
期

し
て
い
た
が
、
広
島
検
察
庁

か
ら
不
起
訴
、
理
由
は
嫌
疑

不
十
分
と
の
結
果
を
受
け

た
。
皆
様
に
、
ご
心
配
と
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
、
信
頼
回

復
に
務
め
る
。

　

更
新
に
つ
い
て
、
以
下
の

理
由
で
事
業
を
す
す
め
た

い
。

・
消
費
税
率
ア
ッ
プ
の
影
響

が
予
想
さ
れ
る
た
め
早
期
の

契
約
が
必
要
で
あ
る
。

・
過
疎
債
を
活
用
す
る
た

め
、
現
過
疎
計
画
の
期
限
で

あ
る
32
年
度
ま
で
の
完
成
が

必
要
。

・
現
在
の
工
場
が
抱
え
る
老

朽
化
、
劣
悪
な
作
業
環
境
な

ど
の
早
期
解
決
。

・
将
来
に
向
け
て
の
一
般
廃

棄
物
処
理
の
効
率
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
向
上
。

問
管
理
者
と
し
て
給
料
を

自
主
返
納
さ
れ
る
理
由
は
。

答
以
前
か
ら
管
理
運
営
に

不
備
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の

管
理
者
と
し
て
道
義
上
の
責

任
を
と
る
。

問
管
理
運
営
は
ど
の
よ
う

に
見
直
し
を
し
て
い
る
か
。

答
プ
レ
ス
品
の
個
別
管

理
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、

有
価
物
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
等
を
し
て
い
る
。

問
自
主
返
納
に
つ
い
て
寄

附
行
為
に
あ
た
る
の
で
な
い

か
。

答
広
域
の
管
理
者
と
し
て

の
自
主
返
納
に
つ
い
て
、
公

職
選
挙
法
の
寄
附
行
為
に
あ

た
る
た
め
、
次
の
議
会
で
同

意
を
得
て
条
例
改
正
を
行

う
。次

期
三
原
市
観
光
戦

略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

【
概
要
】
前
観
光
プ
ラ
ン
や

築
城
４
５
０
年
事
業
で
取
り

組
ん
だ
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
、
官
民
一
体
の
組
織
や
事

業
展
開
を
更
に
発
展
さ
せ
観

光
の
ま
ち
三
原
の
確
立
に
向

け
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
。

問
観
光
の
核
と
な
る
も
の

が
重
要
で
あ
り
、
関
係
部
署

の
連
携
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
瀬
戸
内
海
、
駅
・
港
・

島
・
空
港
・
祭
な
ど
観
光
の

核
と
し
、
連
携
し
て
、「
ま

た
訪
れ
た
く
な
る
感
動
で
き

る
ま
ち
三
原
」
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

新
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況

及
び
施
設
管
理
に
つ
い
て

問
８
階
会
議
室
の
利
用
方

法
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。
景
色
も
い
い
と
こ

ろ
な
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
も
活
用
し
て
頂
け
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

答
現
在
庁
舎
の
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
は
内
部
協
議
中

で
あ
る
が
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、検
討
し
て
い
く
。

サ
ン
・
シ
ー
プ
ラ
ザ
に

お
け
る
証
明
書
発
行
業

務
の
廃
止
に
つ
い
て

【
概
要
】
平
成
31
年
5
月
、

保
健
福
祉
課
な
ど
が
新
庁
舎

に
移
転
す
る
た
め
、
サ
ン
・

シ
ー
プ
ラ
ザ
で
の
証
明
書
発

行
が
で
き
な
く
な
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び

イ
オ
ン
等
で
の
発
行
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
き
た

い
。

　

市
長
要
請
に
よ
る
議
員
全
員
協
議
会
が
８
月
10
日
、
10
月
15
日
、
10
月
23

日
に
行
わ
れ
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
」
ほ
か
５
件
の
説
明
が

あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※ 

議
員
全
員
協
議
会
と
は
・
・
・
市
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
査
す
る
委
員
会
と
は
違
い
、
市
が

行
政
上
の
重
要
問
題
等
に
つ
い
て
、
議
会
の
意
見
を
聴
く
た
め
の
協
議
会
の
こ
と
。

議
員
全
員
協
議
会
の
概
要


